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Hardware Notes
 1

はじめにはじめにはじめにはじめに

本書では、 VERITAS Volume Manager™ Release 3.1のハードウェア サポート情報を紹介し
ます。 

この リ リースの Volume Managerは、 次の機種でテス ト済みです。

◆ Solaris 2.6

◆ Solaris 7 （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

◆ Solaris 8 （32 ビッ トおよび 64 ビッ ト ）

問い合わせ先問い合わせ先問い合わせ先問い合わせ先

ライセンス情報や VERITAS®サービス  パッケージについては、次の VERITAS テクニカル
サポートへお問い合わせください。

テクニカル サポート :
電話 : (03) 3509-9210 
Fax: (03) 5532-8209
電子メール : support.jp-es@veritas.com

ライセンス情報 : licensing@veritas.com
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Volume Manager とととと Prestoserveの併用の併用の併用の併用

Prestoserveはファイル システムのパフォーマンスを高速化するよ うに設計されており、特
にサーバ上で NFS で推奨されるファ イル システムに使用する と効果的です。 この効果を
得るには、NVRAMハード ウェアと Prestoserve ド ライバを使用します。このハード ウェアは、
高速で不揮発性のソ リ ッ ド ステート  メモ リ  ラ イ トバッ ク  キャ ッシュを備えているため、
ユーザは、 実際にデータがディ スク  デバイスに届く前にディ スクへの書き込みが完了し
たよ うに操作できます。

このハード ウ ェアを、 VxVM® で使用するディ ス ク  デバイスに直接代わる ものと して
VxVM の下で動作するよ うに設定できます。 この方法で VxVM に問題が発生するこ とは
あ り ません。VxVMでは基盤にあるキャ ッシュ  デバイスが認識されないためです。NVRAM
デバイスに障害が発生した場合、 NVRAM を備えたディ スクが最新のデータを保持してい
ない可能性があるため、 データが失われる恐れがあ り ます。

Prestoserve は、 たとえば VxVM が Prestoserve の制御するディ スクを置き換えるなどの方
法で、 VxVM の上位で動作するよ うに設定するこ と もできます。 この場合、 VxVM では
いくつかの問題に対処する必要が生じます。 

最も深刻な問題は Prestoserveの起動時に発生します。 システム障害の発生後、 Prestoserve
ド ラ イバは未処理のダーティ  バッファをすべてディ スクにフラ ッシュします。 VxVM ド
ラ イバがカーネルに読み込まれる前やボ リ ューム デバイスが起動して使用できるよ うに
なる前にこのフラ ッシュ要求が行われる と、Prestoserveによるボ リ ュームへのフラ ッシュ
が失敗します。

警告警告警告警告 この問題により 、ファ イル システムが破損し、データが失われる恐れがあり ます。

この問題を避けるために、 ボ リ ュームを起動する前に Prestoserve を起動するよ うに、 ボ
リ ュームと Prestoserve との起動順序を変更するこ とをお勧めします。 起動順序を変更す
るには、 次の手順に従います。

1. /etc/system ファ イルに次の行を追加します。

exclude:drv/pr

:

次のよ うな行があれば削除します。

forceload:drv/pr

これで、 Prestoserve ド ラ イバが読み込まれ、 フラ ッシュ処理はボ リ ューム デバイスの起
動後に開始するよ うにな り ます。

2. /etc/init.d/vxvm-startup2 ファ イルの末尾に次の行を追加します。

modload /kernel/drv/pr
presto -p > /dev/null
2 VERITAS Volume Manager Hardware Notes



Volume Manager と Prestoserveの併用
これで、 すべてのボ リ ュームの起動後に、 Prestoserve ド ラ イバの初期化 （および保存
されたブロ ッ クのフラ ッシュ） が行われます。

/etc/init.d/prestoserve ファ イルを編集します。

presto -u

上の行を次のよ うに書き換えます。

presto -u /mnt1 /mnt2 ...

/mnt1 および /mnt2 には、 Prestoserve で高速化するすべてのファイル システムを列挙
する必要があ り ます。 この一覧に、/、/usr、/usr/kvm、/var、または /var/adm
を含めるこ とはできません。

警告警告警告警告 必要なファイル システムを指定して prestoを明示的に起動しないと 、すべての
ファイル システムがデフォルト で高速化されます。この場合、（次の再起動時に）
データが破損する場合があり ます。 Prestoserve バッ ファ をフラッ シュする前に、
ファ イル システムが /、/usr、/usr/kvm、/var、および /var/adm を確認
するためです。

『Prestoserve User’s Guide』 で説明しているよ うに、システムが正常にシャ ッ ト  ダウンされ
ていない場合以外は、-r フラグを使用してシステムを再起動しないよ うにして ください。
VxVMを使用する と、boot -rを使用するこ とな く、ド ラ イブを追加および削除できます。

2つ目に、 よ り微妙なものと して、 Prestoserveのディ スク  デバイスの使用に関する問題が
あ り ます。 一部のアプリ ケーシ ョ ン （Prestoserve など） は、 再起動してもデバイス番号を
維持します。VxVM も再起動後にデバイス番号を維持しよ う と しますが、ディ スク  グルー
プをマシン間で移動した場合 （またはディ ス クの再追加によ り、 有効でなかった一部の
ディ スク  グループが再び有効になった場合） は、 マイナ番号が競合する可能性があ り ま
す。 VxVM では、 デバイス番号の範囲をランダムに割り当てる （競合する可能性が低い）
こ とで競合を回避しよ う と しますが、 異なるディ スク上にある 2 つのディ スク  グループ
に同じ範囲がランダムに割 り当てられた場合、 この方法は失敗します。

システム障害の発生後の再起動時に VxVM によ り デバイ ス番号が変更される と、
Prestoserve がダーティ  バッファを不適切なボ リ ューム  デバイスにフラ ッシュする恐れが
あ り、 破壊的な結果を導く場合があ り ます。

2つのディ スク  グループ内のボ リ ュームのデバイス番号が競合する場合、一方のボ リ ュー
ムのデバイス番号が、 再起動時 （または 2 つ目のディ スク  グループのインポート時） に
一時的にリマップされます。再起動するたびに前回の再起動時とは異なる リマップが行わ
れるため、 Prestoserve に問題が生じるこ とにな り ます。 ボ リ ューム  デバイス番号が一時
的にリマップされる と、 次のコンソール メ ッセージが表示されます。

vxvm:vxconfigd:WARNING:Group ...:Duplicate virtual device 
number: Volume ... remapped from 古い番号 to 新しい番号
3



このよ うなメ ッセージが表示された場合は、 vxdg reminor コマンドを使用して、 メ ッ
セージに示されているディ スク  グループに属するすべてのボ リ ュームの番号を変更する
必要があ り ます。

Prestoserve で 2 つのボ リ ュームのデバイス番号が確実に競合しないよ う にするには、
Prestoserve を rootdgディ スク  グループ内のボ リ ュームでのみ使用します。rootdgディ
ス ク  グループは必ず最初にインポー ト されるので、 先にインポー ト されたディ ス ク  グ
ループと競合する という事態は発生しません。

VERITAS Volume Managerディスクディスクディスクディスク  アレイ設定の更新アレイ設定の更新アレイ設定の更新アレイ設定の更新

この節では、 動的マルチパス （DMP） でサポート されるディ ス ク  アレイを一部紹介し、
Sun StorEdge A3000/A3500 Array で Volume Manager を使用する方法について説明します。
こ こでは、 次の ト ピッ クについて説明します。

◆ DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）

◆ DMP でサポート されるディ スク  アレイ

◆ VERITAS Volume Manager と Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayの使用

◆ Sun StorEdge A3000/A3500 Array での Volume Managerのインス トール

◆ VERITAS Volume Manager と Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayデバイス  ノード

◆ Sun StorEdge A3000/A3500 Array で VERITAS Volume Manager を使用するこ との利点

◆ VERITAS Volume Manager と Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayのサポート される構成と
サポート されない構成

◆ Volume Managerホッ ト  リ ロケーシ ョ ンと Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayホッ ト  スペ
ア リ ング
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
DMP コマンドコマンドコマンドコマンド  ユーティ リテ ィ （ユーテ ィ リテ ィ （ユーテ ィ リテ ィ （ユーテ ィ リテ ィ （vxdmpadm））））
vxdmpadm ユーティ リ ティは、 Volume Manager の動的マルチパス （DMP） 機能を管理し
ます。 このコマンドのオプシ ョ ンと属性についての詳しい説明は、 vxdmpadm （1M） ユー
ティ リ ティのマニュアル ページを参照して ください。

vxdmpadmユーティ リ ティのコマンド listctlr を使う と、ホス ト上のディ スクに接続さ
れているコン ト ローラをすべて一覧表示するこ とができます。ホス ト上のディ スクに接続
されているすべてのコン ト ローラを表示するには、 次のコマンドを実行します。

# vxdmpadm listctlr all

次のよ うな出力結果が表示されます。

CTLR-NAME       ENCLR-TYPE      STATE      ENCLR-NAME
=====================================================
c0              OTHER           ENABLED    others0
c1              SEAGATE         ENABLED    seagate0
c2              SEAGATE         ENABLED    seagate0

上記の出力は、 次の結果を示しています。

◆ 1番目のコン ト ローラ c0は、認識されているいずれのDMPカテゴ リにも属さないディ
スクに接続されている。

◆ 2番目と 3番目のコン ト ローラ （c1および c2） は、A5x00 （SEAGATE） ディ ス ク  アレ
イに接続されている。

上記のコン ト ローラはすべて ENABLED （有効） 状態であ り、入出力 （IO） 操作で使用で
きるこ とを示しています。

DISABLED （無効） 状態は、 そのコン ト ローラを入出力操作で使用できないこ とを示しま
す。無効になっている原因と しては、ハード ウェアにエラーが発生しているか、 システム
管理者がそのコン ト ローラでの入出力操作を無効にしているこ とが考えられます。コン ト
ローラの状態は、 vxdmpadmユーティ リ ティ を使用して変更できます。

特定のコン ト ローラへのパスをすべて一覧表示する場合、 getsubpaths オプシ ョ ンに
ctlr属性を指定するこ とができます。 たとえば、 次のコマンドを実行します。

# vxdmpadm getsubpaths ctlr=c1
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次のよ うな出力結果が表示されます。

NAME       STATE     PATH-TYPE  DMPNODENAME  ENCLR-TYPE   ENCLR-NAME
==================================================================
c1t0d0s2   ENABLED     -        c2t0d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t1d0s2   ENABLED     -        c2t1d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t2d0s2   ENABLED     -        c2t2d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t3d0s2   ENABLED     -        c2t3d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t4d0s2   ENABLED     -        c2t4d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t5d0s2   ENABLED     -        c2t5d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t6d0s2   ENABLED     -        c2t6d0s2     SEAGATE      seagate0
c1t16d0s2  ENABLED     -        c2t16d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t17d0s2  ENABLED     -        c2t17d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t18d0s2  ENABLED     -        c2t18d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t19d0s2  ENABLED     -        c2t19d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t20d0s2  ENABLED     -        c2t20d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t21d0s2  ENABLED     -        c2t21d0s2    SEAGATE      seagate0
c1t22d0s2  ENABLED     -        c2t22d0s2    SEAGATE      seagate0

この出力結果には、 コン ト ローラ c1へのパスが示されています。

さ らに、 次の情報も表示されています。

◆ パス c1t0d0s2（/dev/rdskおよび /dev/dskディ レク ト リ内のノード と して示
される） が ENABLED （有効） 状態です。

◆ パスc1t0d0s2は、/dev/vx/dmpおよび/dev/vx/rdmpディ レク ト リ内のデバイ
ス  ノ ード によって示されている DMP メ タノ ード c1t0d0s2 と して示されます。

dmpnodename 属性を指定して getsubpaths オプシ ョ ンを使用する と、 LUN （DMP デ
バイス と して示される）へのパスをすべて表示するこ とができます。たとえば、c1t0d0s2
という LUNへのパスに関する情報を一覧表示するには、 次のコマンドを実行します。

# vxdmpadm getsubpaths dmpnodename=c1t0d0s2

次のよ うな出力結果が表示されます。

NAME       STATE     PATH-TYPE  CTLR-NAME  ENCLR-TYPE   ENCLR-NAME
==================================================================
c2t0d0s2   DISABLED    -        c2         SEAGATE      seagate0
c1t0d0s2   ENABLED     -        c1         SEAGATE      seagate0

この出力結果から、DMPデバイス c1t0d0s2に、2つのパス c1t0d0s2および c2t0d0s2
があるこ とがわかり ます。 さ らに、その うち 1つのパスだけを入出力操作に使用できるこ
と もわかり ます。 1つのパスは ENABLED （有効）、 も う 1 つは DISABLED （無効） 状態
です。 どちらのパスも SEAGATEディ スク  アレイ内にあ り ます。

特定のパスによって指定されている DMPデバイスの名前を調べるには、getdmpnodeオ
プシ ョ ンに nodename属性を指定して、次のよ う なコマンドを実行するこ とができます。

# vxdmpadm getdmpnode nodename=c1t0d0s2
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
次のよ うな出力結果が表示されます。

NAME       STATE     ENCLR-TYPE   PATHS  ENBL  DSBL  ENCLR-NAME
===============================================================
c2t0d0s2   ENABLED   SEAGATE      2      2     0     seagate0

この出力結果から、 パス c2t0d0s2は、 2つのパスを持つ DMPデバイス c2t0d0s2 に設
定されているこ とがわかり ます。 

DMP でサポート されるディスクでサポート されるディスクでサポート されるディスクでサポート されるディスク  アレイアレイアレイアレイ

注注注注 DMP 機能でサポート されるアレイは、 Volume Manager がサポートするアレイのサ
ブセッ トです。次のアレイは、同じディ スクへのパスを複数備えるこ とができます。
この一覧に表示されていないアレイは、物理ディ スクへのパスを 1つしか持つこ と
ができません。

Volume Managerの動的マルチパス機能では、 次のアレイをサポート します。

◆ EMC Symmetrix™

◆ HP SureStore™ E Disk Array XP256 

◆ IBM Enterprise Storage Servers™ （ESS）

◆ Hitachi Data Systems™ 5700E Disk Array Subsystem™ 

◆ Hitachi Data Systems 5800E/7700E Disk Array Subsystem™

◆ Sun StorEdge A5x00 Array™ 

◆ Sun StorEdge T3 Array™ 

◆ JBOD （Just a Bunch of Disks）

◆ 標準の SCSI照会データに一意のシ リ アル番号を返す SEAGATEディ スク

◆ Storage Computer™ OmniRaid™ ディ スク  アレイ。 Volume Manager 3.1の使用時に、 シ
ステムに接続されている Storage Computerディ スク  アレイでマルチパスを使用するに
は、マシンに接続される各ディ スク  アレイに一意のシステム名を割り当てる必要があ
り ます。FTPサイ ト （www.storage.com） にある 『RAID-5 Users Manual』 に、Storage
Computerディ スク  アレイにシステム名を設定する方法が説明されています。

◆ ECCS™ Synchronix™ Array

DMP と ド ライバの併用と ド ライバの併用と ド ライバの併用と ド ライバの併用

Volume Managerの動的マルチパス機能は、 次のアレイ と も併用できます。

◆ DG CLARiiON （システム上に ATF ド ラ イバをインス トール）

◆ SYMBIOS Sun StorEdge A3000/A3500 Array （システム上に RDAC ド ラ イバをインス
トールしている場合に限る）
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DMP とととと EMC Symmetrix ディスクディスクディスクディスク  アレイのサポートアレイのサポートアレイのサポートアレイのサポート

Volume Managerの動的マルチパス機能が EMC Symmetrixディ スク  アレイで使用できるの
は、 ディ スク  アレイが共通シ リ アル番号モードに設定されている場合に限られます。 共
通シ リアル番号モード設定の場合のみ、DMP の異なるパスに一意のデバイス ID を付けて
データベースを設定できるためです。 このモード以外では、 DMP のマルチパス機能を使
用できません。 DMP では、 カーネル内のデバイス情報ツ リーを走査して検出される単一
パスの個々のディ スク と同じ よ うに、 EMC Symmetrix ディ スクにアクセスする こ とはで
きません。

EMC Symmetrixディ スク  アレイで DMP機能を使用するには、次の条件を満たす必要があ
り ます。

◆ EMC Symmetrix ユーザが、Volume Managerパッケージをインス トールする前に、ディ
スク  アレイを共通シ リ アル番号モードでプログラムする必要があ り ます。 

◆ EMC Symmetrixのマイク ロコード の最小レベルを次のよう に設定する必要があり ます。

◆ DMP に関わるすべてのチャネルで共通シ リアル番号モードが有効になっている必要
があ り ます。この設定は、EMC カスタマー エンジニアがインス トール時に Symmetrix
設定で行います。 

◆ さ らに、 DMP に関わるすべてのチャネルでユニッ ト  アテンシ ョ ン時に待ち行列のリ
セッ ト を無効化するモードを設定する必要があ り ます。この設定も、EMC カスタマー
エンジニアがインス トール時に Symmetrixn設定で行います。

詳細については、 EMC テクニカル サポート担当者にお問い合わせください。

DMPは、 JNIおよび QLOGIC カードを使用した SCSIおよび SANデータ  ゲート ウェイを
サポート しています。

DMP では、 EMC Symmetrix デ ィ ス ク  アレ イ と一緒に Ultra SCSI と FWD （fast-wide
differential） SCSI コン ト ローラ も使用できます。

◆ Ultra SCSI と FWD （fast-wide differential） SCSIのサポートは、EMC OSD （Open System
Director） コン ト ローラでテス ト済みです。

◆ DMPは、Jaycor ファ イバ コン ト ローラ （ファームウェア リ リース  レベル F、ド ラ イバ
レベル V2.0.1EMCおよび V2.0.2EMC） でテス ト され、動作が確認されています。EMC
Symmetrix で使用されている特定のコン ト ローラの最新ド ラ イバについては、 Jaycor
および EMCにお問い合わせください。

Sym-4 3330、 3430、 3700 5265および 5266 マイ ク ロコード

Sym-4.8 3630、 3830、 3930 5265および 5266 マイ ク ロコード

Sym-5 8130、 8430、 8730 5566 マイ クロコード
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
注注注注 /kernel/drv/fca.confの failover=行のコ メン ト記号を解除する と、パスに
障害が発生したこ とが認識されるまでに要する時間を短縮できるので、DMPのフェ
イルオーバにとって有効です。 この値を設定する と、 デフォルトで 5分以上かかる
時間を大幅に短縮できます。

ハード ウェア  サポート に関する最新情報については、 販売代理店にお問い合わせく ださい。

HP SureStore™ E Disk Array XP256

JNIアダプタのソフト ウェア  ド ライバおよびファームウェアの最小レベルは次の通り です。

FC64-1063 ソフ ト ウェア ド ラ イバ :最小レベルは、V2.3。現行レベルの V2.4.1 を推奨。

FC64-1063 ファームウェア レベル :最小レベルは、 13.3.5 またはそれ以上。

romance:/-> vxdmpadm listctlr all
CTLR-NAME       ENCLR-TYPE      STATE      ENCLR-NAME
=====================================================
c0              OTHER           ENABLED    others0
c5              XP256           ENABLED    xp256-0
c6              XP256           DISABLED   xp256-0
romance:/-> vxdmpadm getsubpaths ctlr=c5
NAME       STATE     PATH-TYPE  DMPNODENAME  ENCLR-TYPE   ENCLR-NAME
==================================================================
c5t11d1s2  ENABLED     -        c5t11d1s2    XP256        xp256-0
c5t11d2s2  ENABLED     -        c5t11d2s2    XP256        xp256-0
c5t11d3s2  ENABLED     -        c5t11d3s2    XP256        xp256-0
c5t11d4s2  ENABLED     -        c5t11d4s2    XP256        xp256-0
c5t11d5s2  ENABLED     -        c5t11d5s2    XP256        xp256-0
c5t11d6s2  ENABLED     -        c5t11d6s2    XP256        xp256-0
c5t11d7s2  ENABLED     -        c5t11d7s2    XP256        xp256-0
c5t11d8s2  ENABLED     -        c5t11d8s2    XP256        xp256-0
c5t11d9s2  ENABLED     -        c5t11d9s2    XP256        xp256-0
c5t11d10s2 ENABLED     -        c5t11d10s2   XP256        xp256-0
c5t11d11s2 ENABLED     -        c5t11d11s2   XP256        xp256-0
c5t11d12s2 ENABLED     -        c5t11d12s2   XP256        xp256-0
romance:/-> vxdisk list
DEVICE       TYPE      DISK         GROUP        STATUS
c0t0d0s2     sliced    -         -          error
c5t11d1s2    sliced    disk04       rootdg       online
c5t11d2s2    sliced    disk05       rootdg       online
c5t11d3s2    sliced    disk06       rootdg       online
c5t11d4s2    sliced    disk07       rootdg       online
c5t11d5s2    sliced    disk08       rootdg       online
c5t11d6s2    sliced    -            -            error
c5t11d7s2    sliced    -            -            error
c5t11d8s2    sliced    -            -            error
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c5t11d9s2    sliced    -            -            error
c5t11d10s2   sliced    disk01       rootdg       online
c5t11d11s2   sliced    disk02       rootdg       online
c5t11d12s2   sliced    disk03       rootdg       online
romance:/-> vxdisk list disk03
Device:c5t11d12s2
devicetag:c5t11d12
type:sliced
hostid:romance
disk:name=disk03 id=961801990.1071.romance
group:name=rootdg id=961801968.1025.romance
flags:online ready private autoconfig autoimport imported
pubpaths:block=/dev/vx/dmp/c5t11d12s4

char=/dev/vx/rdmp/c5t11d12s4
privpaths:block=/dev/vx/dmp/c5t11d12s3

char=/dev/vx/rdmp/c5t11d12s3
version:   2.1
iosize:min=512 (bytes) max=256 (blocks)
public:slice=4 offset=0 len=14417280
private:slice=3 offset=1 len=2879
update:time=963519037 seqno=0.240
headers:   0 248
configs:count=1 len=2104
logs:count=1 len=318
Defined regions:
 config   priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000

disabled
 config   priv 000249-002121[001873]:copy=01 offset=000231

disabled
 log      priv 002122-002439[000318]:copy=01 offset=000000

disabled
Multipathing information:
numpaths:   2
c5t11d12s2      state=enabled
c6t8d12s2       state=disabled

IBM Enterprise Storage Server （（（（ESS））））

JNIアダプタのソフト ウェア ド ライバおよびファームウェアの最小レベルは次の通り です。

◆ FC64-1063ソフト ウェア  ド ライバ :最小レベルはV2.3。現行レベルの V2.4.1を推奨。

◆ FC64-1063 ファームウェア レベル :最小レベルは、 13.3.5 またはそれ以上。

QLogic Solaris V2.6には、 次のパッチが必要です。

◆ 105181-15  SunOS 5.6: カーネル更新パッチ

◆ 105797-06  SunOS 5.6:/kernal/drv/sdパッチ
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
◆ 105604-07  SunOS 5.6:ebus/pci/rootnex ド ラ イバ パッチ

JNI Solaris V2.6には、 次のパッチが必要です。

◆ 105181-19  SunOS 5.6: カーネル更新パッチ

◆ 105356-13  SunOS 5.6:/kernel/drv/ssdおよび /kernel/drv/sdパッチ

◆ 105600-15  SunOS 5.6:/kernel/drv/ispパッチ

Solarisパラ メータは次の通りです。

◆ set sd:sd_max_throttle = 24

◆ set sd:sd_io_time=0xf0   

◆ set sd:sd_retry_count=10

# vxdmpadm listctlr all
CTLR-NAME       ENCLR-TYPE      STATE      ENCLR-NAME
=====================================================
c0              OTHER           ENABLED    others0
c3              IBM-SHARK       ENABLED    shark0
c4              IBM-SHARK       DISABLED   shark0
c0              SEAGATE         ENABLED    seagate0
# vxdmpadm getsubpaths ctlr=c4
NAME       STATE     PATH-TYPE  DMPNODENAME  ENCLR-TYPE   ENCLR-NAME
==================================================================
c4t1d2s2   DISABLED    -        c3t0d2s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d3s2   DISABLED    -        c4t1d3s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d4s2   DISABLED    -        c3t0d4s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d5s2   DISABLED    -        c3t0d5s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d6s2   DISABLED    -        c3t0d6s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d7s2   DISABLED    -        c3t0d7s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d8s2   DISABLED    -        c3t0d8s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d9s2   DISABLED    -        c3t0d9s2     IBM-SHARK    shark0
c4t1d10s2  DISABLED    -        c3t0d10s2    IBM-SHARK    shark0
c4t1d11s2  DISABLED    -        c3t0d11s2    IBM-SHARK    shark0
c4t1d12s2  DISABLED    -        c3t0d12s2    IBM-SHARK    shark0
c4t1d13s2  DISABLED    -        c3t0d13s2    IBM-SHARK    shark0
c4t1d14s2  DISABLED    -        c3t0d14s2    IBM-SHARK    shark0
# vxdisk list

c0t0d0s2     sliced    -            -            error
c0t1d0s2     sliced    -            -            error
c3t0d1s2     sliced    disk06       rootdg       online
c3t0d2s2     sliced    disk07       rootdg       online
c3t0d4s2     sliced    disk09       rootdg       online
c3t0d5s2     sliced    disk10       rootdg       online
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c3t0d6s2     sliced    disk11       rootdg       online
c3t0d7s2     sliced    disk14       rootdg       online
c3t0d8s2     sliced    disk12       rootdg       online
c3t0d9s2     sliced    disk13       rootdg       online
c3t0d10s2    sliced    -            -            error
c3t0d11s2    sliced    -            -            error
c3t0d12s2    sliced    -            -            error
c3t0d13s2    sliced    -            -            error
c3t0d14s2    sliced    -            -            error
c3t1d10s6    simple    -            -            error
c3t1d11s6    simple    -            -            error
c4t1d3s2     sliced    disk08       rootdg       online
# vxdisk list disk08
Device:c4t1d3s2
devicetag:c4t1d3
type:sliced
hostid:banjo
disk:name=disk08 id=963015532.1097.banjo
group:name=rootdg id=963015492.1025.banjo
flags:online ready private autoconfig autoimport imported
pubpaths:block=/dev/vx/dmp/c4t1d3s4 char=/dev/vx/rdmp/c4t1d3s4
privpaths:block=/dev/vx/dmp/c4t1d3s3 char=/dev/vx/rdmp/c4t1d3s3
version:   2.1
iosize:min=512 (bytes) max=256 (blocks)
public:slice=4 offset=0 len=3897600
private:slice=3 offset=1 len=3839
update:time=963517507 seqno=0.213
headers:   0 248
configs:count=1 len=2808
logs:count=1 len=425
Defined regions:
 config   priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled
 config   priv 000249-002825[002577]:copy=01 offset=000231 enabled
 log      priv 002826-003250[000425]:copy=01 offset=000000 enabled
Multipathing information:
numpaths:   2
c4t1d3s2        state=disabled
c3t0d3s2        state=enabled
# vxdmpadm listctlr all
CTLR-NAME       ENCLR-TYPE      STATE      ENCLR-NAME
=====================================================
c0              OTHER           ENABLED    others0
c3              IBM-SHARK       ENABLED    shark0
c4              IBM-SHARK       DISABLED   shark0
c0              SEAGATE         ENABLED    seagate0
12 VERITAS Volume Manager Hardware Notes



DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
# vxdmpadm getsubpaths ctlr=c3
NAME       STATE     PATH-TYPE  DMPNODENAME  ENCLR-TYPE   ENCLR-NAME
==================================================================
c3t0d1s2   ENABLED     -        c3t0d1s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d2s2   ENABLED     -        c3t0d2s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d4s2   ENABLED     -        c3t0d4s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d5s2   ENABLED     -        c3t0d5s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d6s2   ENABLED     -        c3t0d6s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d7s2   ENABLED     -        c3t0d7s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d8s2   ENABLED     -        c3t0d8s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d9s2   ENABLED     -        c3t0d9s2     IBM-SHARK    shark0
c3t0d10s2  ENABLED     -        c3t0d10s2    IBM-SHARK    shark0
c3t0d11s2  ENABLED     -        c3t0d11s2    IBM-SHARK    shark0
c3t0d12s2  ENABLED     -        c3t0d12s2    IBM-SHARK    shark0
c3t0d13s2  ENABLED     -        c3t0d13s2    IBM-SHARK    shark0
c3t0d14s2  ENABLED     -        c3t0d14s2    IBM-SHARK    shark0
c3t0d3s2   ENABLED     -        c4t1d3s2     IBM-SHARK    shark0

DMP とととと Hitachi Data Systems 5700E SCSI Disk Array Subsystemのサポートのサポートのサポートのサポート

Volume Manager の動的マルチパス機能は、 次の条件下で Hitachi Data Systems 5700E Disk
Array Subsystem をサポート します。

◆ オプシ ョ ンの第 2 コン ト ローラがアレイにインス トールされている。 

◆ 一方のコン ト ローラはアクティブ、 も う一方のコン ト ローラがパッシブと して設定さ
れている （パフォーマンス向上のため）。

◆ アレイが、 ホス ト  マシンの 2枚の SCSI カードに接続されている。

◆ アレイのファームウェア  バージョ ンが SCSI 照会データのシリ アル番号をサポート し、
番号が正し く設定されている。 

表 1. サポート されているマイクロコード  レベル

ユニッ トユニッ トユニッ トユニッ ト マイクロコードマイクロコードマイクロコードマイクロコード  
バージョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン

フラッシュフラッシュフラッシュフラッシュ  
リビジ ョ ンリビジ ョ ンリビジ ョ ンリビジ ョ ン

DF350 5700E x308/E pb28

DF350F 5700E x356/F pe27

DF300 5700 x109/L dq3x/4x (x=89)

DF400 5800 x407/M a03, b13

DF400 5800 x457/H a03, b13
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詳細については、 Hitachi Data Systemsのテクニカル サポート 担当者にお問い合わせく ださい。

DMP とととと Hitachi Data Systems 5800E/7700E Fiber Disk Array Subsystemのサポートのサポートのサポートのサポート

Volume Manager の動的マルチパス機能は、 アクティブ / アクティブモードでのみ Hitachi
Data Systems 5800E/7700E Disk Array Subsystem をサポート します。 文字列 「HITACHI」
を dmp_jbods[] アレイ の /kernel/drv/vxdmp.conf ファ イ ルに追加する と 、
5800E/7700E が DMP で jbod と し て扱われます。 このエン ト リ は、 デフ ォル ト で
/kernel/drv/vxdmp.conf ファ イルに指定されています。

単一のディ スク内に 500以上のボ リ ュームを作成する場合、各ディ スクの専用領域のサイ
ズをデフォルトから 1MB に拡張させる必要があ り ます。 各ディ スクに対して次のコマン
ドを使用し、 初期化するこ とによ りサイズを拡張できます。

# vxdisksetup -i cXtXdX privlen=1m

DMP とととと Sun StorEdge T3 Array

VERITAS Volume Manager の動的マルチパス機能は、 アクティブ / パッシブ モードで Sun
StorEdge T3 Array をサポート します。

DMP が T3 ディ スク  アレイで使用できるのは、 次のよ うに設定されている場合に限られ
ます。

◆ ディ スク  アレイ上のファームウェアの最小レベルがリ ビジ ョ ン 1.0 である。

◆ mp_supportパラ メータに rwが設定されている。

詳細については、 Sun テクニカル サポート担当者にお問い合わせください。

DMP とととと JBOD ディスクディスクディスクディスク  アレイのサポートアレイのサポートアレイのサポートアレイのサポート

JBOD ド ラ イブの動的マルチパス機能によ り、 DMP で、 VxVM を使用しているシステム
に接続された JBOD ディ スク  アレイにマルチパスを指定できるよ うにな り ます。 こ う し
た JBODディ スク  アレイ /ディ スクには、任意のベンダのディ スクを含めるこ とができま
す。 ただし、 DMP がこれらのディ スク / ディ スク  アレイへの複数のパスを正し く検出で
きるのは、 次の条件が満たされている場合に限られます。

◆ 標準の SCSI照会データ （バイ ト 3647） のシ リ アル番号フ ィールドは、JBODに接続さ
れているディ スクで 「ワールド  ワイ ドに一意」 であるこ とが必要です。 このこ とは、
これらのディ スクを DMPの JBOD カテゴ リに追加するよ うに DMP を設定する前に、
ユーザが認識しておく必要があ り ます。

注注注注 ディ スクのシ リ アル番号が一意でない場合、 DMP はディ スクへの複数のパスを正
し く検出できず、 予測不能な結果を導きます。 JBODディ スク /ディ スク  アレイの
ベンダに問い合わせて、ディ スクのシ リ アル番号の一意性に関する正しい情報を入
手してください。
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
◆ DMPのマルチパス機能を必要とする JBODディ スク  アレイは、アクティブ/アクティブ
タイプであるこ とが必要です。 つま り、 JBOD ディ スク  アレイ上のすべての LUN へ
のすべてのパスが、パフォーマンスを低下させるこ とな く、 あらゆるパスを介して同
時にアクセスできる必要がある という こ とです。

JBOD ディ スク  アレイに接続されているディ ス クが上記の条件を満たしている こ とを確
認できたら、 次の 4つの手順に従って、 これらのディ スクを DMPの JBOD カテゴ リ下に
配置します。

1. /kernel/drvディレク ト リに移動します。

2. そのディ レク ト リのファ イル vxdmp.conf を編集します。

3. vxdmp.confには、 次のデフォルト  エン ト リがあ り ます。

dmp_jbod="HITACHI"

たと えば、 DG Clariion ディ スクを含むマシンに JBOD が接続されていると します。 これら
のディ スクが返した正確なベンダ ID 文字列を確認して DMP を設定する必要があり ます。
これによって、 必要なディ スクが確実に JBOD カテゴ リに分類されるよ うにな り ます。

ディ ス クのベンダ ID 文字列は、 format コマンドを使用して検索する こ と もできます
（ format コマンド の詳細については、 システム上の format (1M) マニュアル ページを参
照）。 ベンダ ID文字列は、 ディ スクによって返される標準 SCSI照会データのバイ ト 815
に含まれています。 format コマンドをディ スク上で実行する と きに inquiry オプシ ョ
ンを指定する と、 出力の Vendor: フ ィールドの下のディ スクに関連付けられているベン
ダ IDが返されます。 たとえば、 DG Clariionディ スクは次のベンダ ID を返します。

     string "DGC"

この文字列は、 vxdmp.conf ファ イルに次のよ うに表示されます。

dmp_jbod="DGC"

1つの JBODディ スク  アレイに複数のベンダのディ スクがある場合、すべてのベンダの ID
を vxdmp.conf ファ イルで指定する必要があ り ます。指定しないと、dmp_jbod[] array
に示されていないベンダのディ ス クは、 DMP によるマルチパスが設定されず、 OTHER
DISKS カテゴリ に分類されます（ OTHER DISKS は、 DMP により マルチパスを設定しない
ディ スクの別個のカテゴリ であり 、 DMPでサポート されているカテゴリ には属しません）。

次の例は、 dmp_jbod[] arrayに複数ベンダのエント リ を追加する方法を示すものです。

dmp_jbod="DGC"
"IBM"
"FUJITSU"
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vxdmp.confファ イルに指定するベンダ IDは、半角 8文字以下にします。半角 8文字を超
えるベンダーID文字列を指定すると 、コンソールに次のよう なメ ッ セージが表示されます。 

NOTICE:vxvm:vxdmp:Invalid Vendor ID = <vendor_id> specified
in vxdmp.conf file

Action:Remove or correct this entry in the vxdmp.conf file.

4. vxdmp.conf ファ イルを編集し て必要なエント リ を追加し たら 、DMP が指定した
JBOD にマルチパスを設定できる よ う に、 システムを再起動する必要があり ます。

VERITAS Volume Manager でのでのでのでの ATF ド ライバの使用ドライバの使用ドライバの使用ドライバの使用

以前のリ リ ースでは、 CLARiiON ATF ド ライバと DMP を併用すること はできませんでした。
VM 3.0以降では併用できます。 

DMP と ATF ド ラ イバを併用するには、 システムに VRTSvxvm/SUNWvxvm パッケージを
イ ン ス ト ールする前に、 CLatf パッ ケージ （Application Transparent Failover Driver for
CLARiiON） をインス トールする必要があ り ます。 

注注注注 VM 3.1 では、 ATF と DMPの併用は CLatf 1.3.1パッケージでのみ有効です。

ATF ド ラ イバと DMP を併用する場合は、 ブート  ディ スクを ATF ド ラ イバの制御下に置
かないでください。

DMP を ATF ド ラ イバと併用するには、 次の手順に従ってください。 こ こでは、 3つのシ
ナ リ オで実行する手順の概要を紹介し、 後から詳しい手順を説明します。

1. Volume Managerがインス トールされていない場合

◆ ATF を追加する。

2. Volume Manager を追加する。

3. Volume Managerがインス トールされていて DMP が現在有効な場合 

◆ DMP を無効化する。

◆ ATF ド ラ イバを追加する。

◆ 必要に応じて Volume Manager 3.1 を追加する。

◆ DMP を再び有効化する。

4. Volume Managerがインス トールされていて DMP が現在無効な場合 

◆ ATF ド ラ イバを追加する。

◆ 必要に応じて Volume Manager 3.1 を追加する。

◆ DMP を有効化する。
16 VERITAS Volume Manager Hardware Notes



DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
DMP とととと ATF ド ライバを併用する手順ドライバを併用する手順ドライバを併用する手順ドライバを併用する手順

オペレーティング システムが ATF ド ラ イバを強制的に読み込んだ後で （DMP を ATF ド
ライバと 併用する場合に必要）、 次のよう な警告メ ッセージが表示される場合があり ます。

WARNING:atf[ 0/ 0/ 1/ 0]:No peer found.
WARNING:atf[ 0/ 0/ 1/ 1]:No peer found.
WARNING:atf[ 0/ 0/ 1/ 2]:No peer found.

これらのメ ッセージは正常であ り、システムに接続されている DG CLARiiON がシングル
パスである場合のみ表示されます。 デュアル パスの場合は表示されません。 これらの警
告は無視して構いません。 DMP と ATFの併用が、 これらのメ ッセージによって影響され
るこ とはあ り ません。

Sun StorEdge A5x00 Array

この節では、 A5000、 A5100、 および A5200ディ スク  アレイについて説明します。 これら
のディ スク  アレイは、 SEAGATE カテゴ リに属する VxVM （DMP） で必要です。

これらのデ ィ ス ク  アレ イのいずれか と ホス ト を接続するケーブルを外した状態で、
drvconfig、disks、および vxdctl enable コマンドをホス ト上で実行した場合、DMP
ではパス名が標準的な c#t#d#s# 形式で表示されず、 切断されたパス名の代わ り に
NONAME という文字列が表示されます。

たとえば、 ホス トが A5x00 ディ スク  アレイに接続されている と仮定します。 このディ ス
ク  アレイは 2本のファイバ ケーブルでホス トに接続されており、ディ スク  アレイ上には
デ ィ ス ク が 1 つあ り ます。 このデ ィ ス クへは、 /dev/[r]dsk/c1t33d0s2 と
/dev/[r]dsk/c2t33d0s2 という 2つのパスが設定されています。ディ スクが VxVMに
よって使用されている と きに、 このディ スク上で vxdisk list <daname> コマンドを実
行する と、 次のよ う な情報が表示されます。

# vxdisk list c1t33d0s2 
Device:c1t33d0s2
devicetag:c1t33d0
type:sliced
hostid:gluon.veritas.com
disk:name=rootdisk id=933470913.1042.gluon.veritas.com
group:name=rootdg id=933470911.1025.gluon.veritas.com
flags:online ready autoconfig autoimport imported
pubpaths:block=/dev/vx/dmp/c1t33d0s6 char=/dev/vx/rdmp/c1t33d0s6
privpaths:block=/dev/vx/dmp/c1t33d0s7 char=/dev/vx/rdmp/c1t33d0s7
version:   2.1
iosize:min=512 (bytes) max=2048 (blocks)
public:slice=6 offset=1 len=35363560
private:slice=7 offset=1 len=4711
update:time=933471058 seqno=0.9
headers:   0 248
configs:count=1 len=3448
logs:count=1 len=522
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Defined regions:
config   priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled
config   priv 000249-003465[003217]:copy=01 offset=000231 enabled
log      priv 003466-003987[000522]:copy=01 offset=000000 enabled
Multipathing information:
numpaths:   2
c1t33d0s2  state=enabled
c2t33d0s2  state=enabled

コン ト ローラ c2 に接続されていたケーブルを取 り外した後で、 システム上で vxdctl
enable コマンドを実行する と、 情報が次のよ うに変化します。

# vxdisk list c1t33d0s2
Device:c1t33d0s2
devicetag:c1t33d0
type:sliced
hostid:gluon.veritas.com
disk:name=rootdisk id=933470913.1042.gluon.veritas.com
group:name=rootdg id=933470911.1025.gluon.veritas.com
flags:online ready autoconfig autoimport imported
pubpaths:block=/dev/vx/dmp/c1t33d0s6 char=/dev/vx/rdmp/c1t33d0s6
privpaths:block=/dev/vx/dmp/c1t33d0s7 char=/dev/vx/rdmp/c1t33d0s7
version:   2.1
iosize:min=512 (bytes) max=2048 (blocks)
public:slice=6 offset=1 len=35363560
private:slice=7 offset=1 len=4711
update:time=933471058 seqno=0.9
headers:   0 248
configs:count=1 len=3448
logs:count=1 len=522
Defined regions:
 config   priv 000017-000247[000231]:copy=01 offset=000000 enabled
 config   priv 000249-003465[003217]:copy=01 offset=000231 enabled
 log      priv 003466-003987[000522]:copy=01 offset=000000 enabled
Multipathing information:
numpaths:   2
c1t33d0s2  state=enabled
NONAME   state=disabled
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
同様に、 vxdmpadm コマンドによる出力でも、 切断されたパス名の代わりに NONAME と
い う文字列が表示されます。 たとえば、 ホス ト からコン ト ローラ c1 を取 り外してから
vxdmpadm コマンドを実行する と、 次のよ う な結果が表示されます。

# vxdmpadm getsubpaths ctlr=/c1
NAME      STATE    TYPE      DMPNODENAME DA-TYPE  DA-SNO
========================================================
NONAME    DISABLED    -       c1t36d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t49d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t38d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t37d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t53d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t34d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t51d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t54d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t52d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t33d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t50d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t32d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t48d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS
NONAME    DISABLED    -       c1t35d0s2 SEAGATE   SEAGATE_DISKS

また、 DMP メ タデバイス （LUN を示す） の名前を指定するパスが切断された場合は、 代
替パス名を使用して DMP メ タデバイスが指定されるこ とに注意して ください。

たとえば、 ある LUN に c1t33d0s2および c2t33d0s2 とい う 2つのパスがある と仮定
します。LUN で指定されている DMP メ タデバイスには c1t33d0s2 とい う名前が設定さ
れており、 このデバイスはオンライン状態です。 こ こで、 コン ト ローラ c1に接続されて
いたケーブルを取り外して vxdctl enable コマンドを実行する と、 DMP メ タデバイス
の名前は c2t33d0s2 に変更されます。 その結果、 同じ LUN に対応する メ タデバイスが
2つあるよ うに表示されます。 この場合、 いずれか一方はエラー状態、 も う一方はオンラ
イン状態である と表示されますが、 これは問題ではあ り ません。 ただし、 この DMPデバ
イスを指定するために使用されていた元のdanameを指定して、vxdisk list <daname>
コマンドを実行する と、 エラー メ ッセージが表示されます。 この場合、 Multipathing
Informationが表示されず、 次のよ うなエラー メ ッセージが表示されます。

vxvm:vxdisk:ERROR:<da_name> not a valid dmpnode disk access name.

アクセスできな くなったディ スクのパスは、 rm コマンドを使用して削除するこ とができ
ます。

DMP の無効化の無効化の無効化の無効化

注注注注 最初に次の手順を実行する必要があ り ます。
1. Volume Managerのボ リ ューム上に作成されているすべてのファイル システムの
マウン ト を解除します。

2. Volume Manager を停止します （vxdctl stop を使用）。
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1. 次のコマンドを使用して、 /kernel/drv ディレク ト リから vxdmp ド ラ イバを削除
します。

# rm /kernel/drv/vxdmp （Solaris 2.6、 7、 および 8）
# rm /kernel/drv/sparcv9/vxdmp （Solaris 7および 8の 64 ビッ トのみ）

2. /etc/system を編集して、 次の行を削除します。

forceload:drv/vxdmp

3. 次のコマンドを使用して、 Volume Manager DMP ファ イルを削除します。

rm -rf /dev/vx/dmp /dev/vx/rdmp 

4. 次のコマンドを使用して、 /dev/vx/dmp を /dev/dskにシンボリック リンクします。 

ln -s /dev/dsk /dev/vx/dmp

5. 次のコマンドを使用して、 /dev/vx/rdmpを /dev/rdskにシンボリック リンクします。

ln -s /dev/rdsk /dev/vx/rdmp

6. 次のコマンドを使用して、 DMP機能を無効化するためにシステムをシャット ダウンします。

/usr/sbin/shutdown

7. システムを再起動します。

無効化した無効化した無効化した無効化した DMP の再有効化の再有効化の再有効化の再有効化

次の手順に従って、 一度削除した DMP ド ラ イバを再び有効化します。

1. 次のコマンドを使用して、 システムを停止します。
# shutdown -g0 -y -i0

2. 次のコマンドを使用して、 シングル ユーザ モードで起動します。

# boot -s

3. 次のコマンドを使用して、 vxdmp ド ラ イバをコピーして元に戻します。

# cp /kernel/drv/vxdmp.SunOS_‘uname -r‘ \
/kernel/drv/vxdmp （Solaris 2.6、 7、 および 8）

# cp /kernel/drv/sparcv9/vxdmp.SunOS_‘uname -r‘ \
/kernel/drv/sparcv9/vxdmp （Solaris 7および 8 の 64 ビッ トのみ）
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
4. 次のコマンド を使用して、 /etc/systemを編集し、 DMPエント リ をリ スト アします。

次の行を追加します。

forceload:drv/vxdmp

この行は、 次の行の上に挿入します。 

forceload:drv/vxio

5. 次のコマンドを使用して、 DMP リ ンクを削除します。

# rm /dev/vx/rdmp /dev/vx/dmp 

6. 次のコマンドを使用して、 DMPディ レク ト リ を リ ス ト アします。

# mkdir /dev/vx/dmp /dev/vx/rdmp
# add_drv vxdmp

次のメ ッセージが表示された場合は無視します。

Driver (vxdmp) is already installed

7. システムを停止します。
# shutdown -g0 -y -i0

8. 再設定の再起動を実行します。 boot -r

Alternate Pathingからからからから DMPへの移行への移行への移行への移行

システムで Sunの Alternate Pathing （AP） ソフ ト ウェアを使用している場合、DMPはシス
テムにインスト ールされません。 APから DMPに移行するには、 次の手順に従います。

1. システムから AP ソフ ト ウェアを削除します （AP ソフ ト ウェアの適切な削除方法に
ついては、 Sunのマニュアルを参照）。

2. 次のコマンドを使用して、 再設定の再起動を実行します。
# boot -r

3. 次のコマンドを使用して、 適切な DMP ド ラ イバを正しい場所にコピーします。

# cp /kernel/drv/vxdmp.SunOS_‘uname -r‘ /kernel/drv/vxdmp 
（Solaris 2.6、 7、 および 8）

# cp /kernel/drv/sparcv9/vxdmp.SunOS_‘uname -r‘ \
/kernel/drv/sparcv9/vxdmp （Solaris 7および 8の 64 ビッ トのみ）
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4. 次の行を追加します。
forceload:drv/vxdmp

この行は、 /etc/system ファ イルの次の行の上に追加します。 

forceload:drv/vxio

5. 次のコマンドを使用して、 DMP リ ンクを削除します。

# rm /dev/vx/rdmp /dev/vx/dmp

6. 次のコマンドを使用して、 DMPディ レク ト リ を作成します。

# mkdir /dev/vx/rdmp /dev/vx/dmp
# add_drv vxdmp

次のメ ッセージが表示された場合は無視します。

Driver (vxdmp) is already installed

7. 次のコマンドを使用して、 システムを停止します。 
# shutdown -g0 -y -i0

8. 次のコマンドを使用して、 再設定の再起動を実行します。 
# boot -r

動的再設定動的再設定動的再設定動的再設定

動的再設定（ DR） は、 一部のハイ  エンド の Sun Enterpriseシステムで使用可能な機能です。
CPU、メ モリ 、およびその他のコント ローラまたは I/Oボード も含め、再設定するボードは、
システムの稼動中にオフライン化が可能な、 Volume Manager が管理するディ スクを含む
システム  ボードです。 次に説明する設定タイプから、 適切なタイプを選んでシステムを
動的に再設定します。

注注注注 システム ボード、 ディ スク、 およびコン ト ローラは、 3つの異なる方法で設定が可
能です。 次に紹介する設定はそれぞれ手順が異な り、 また、 データもオフライン化
する必要がある場合と、 ない場合があ り ます。
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
ド メ イン設定ド メイン設定ド メイン設定ド メイン設定 - タイプタイプタイプタイプ 1

このタイプは、 切断しよ う と しているシステム  ボードに接続されている各ディ スク  アレ
イが次の基準を満たしている設定です。

◆ ディ スク  アレイにマルチパスが設定されている。

◆ ディ スク  アレイへのパスがド メ インを構成する複数のシステム ボードへ接続さ
れている。すなわち、 ある 1つのボードが削除されても、 他のシステム  ボードか
らディ スク  アレイへ、 複数のアクセス  パスが存在する設定です。

次にこのド メ イン設定を図で示します。

ド メ イン内でシステム ボードを再設定するには、次の手順に従ってください（図の UE10K
ド メ インのシステム  ボード 8 を再設定する場合）。

1. システム ボード上のすべてのコン ト ローラを確認します。 

切断するボードに接続されているすべてのディ スク  コン ト ローラのフル コン ト ローラ名
を確認するには、 次のコマンドを使用します。

# vxdmpadm listctlr all 
# drshow board_no IO

（board_noは切断するシステム ボードです。）

この設定タイプ 1 では、 システム  ボード 8上のディ スク  コン ト ローラは次のよ うに示さ
れます。 

/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0および 
/sbus@61,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0。

マルチパス情報を確認するには、 次のコマンドを実行します。

# vxdmpadm getsubpaths ctlr=ctlr-name

T3
ディスク

A5000
ディスク

システム ボード 8 システム ボード 15

HBA1 HBA2 HBA3

UE10K ド メイン

HBA4

フル コン ト ローラのパス名：
HBA1=/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0

HBA2=/sbus@61,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0

HBA3=/sbus@7d,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0

HBA4=/sbus@7d,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0

アレイ
アレイ
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2. システム ボード上の各ディ スク  コン ト ローラに対し、 次のコマンドを実行します。

vxdmpadm disable ctlr=ctlr_name

たとえば、 上の図のシステム ボード 8に対しては、 次のコマンドを実行します。

# vxdmpadm disable ctlr=/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0
# vxdmpadm disable ctlr=/sbus@61,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0

このコマンドは、 I/O操作を指定のコン ト ローラから他のシステム  ボードに接続されてい
るコン ト ローラに移動します （上の図ではシステム ボード 15 のコン ト ローラにな り ま
す）。 これは、 ブロ ッキング コマンドであるため、指定のコン ト ローラ上に現在アクティ
ブな I/O操作の数がどれだけあるかによって、呼び出し元に戻るまで時間がかかるこ とが
あ り ます。

3. Sunのマニュアルに従って、 システム ボードを動的に再設定します。

ボードを交換 （接続） したら、 次の手順に進みます。

4. Volume Manager設定デーモンを次のコマンドを実行して有効にします。

# vxdctl enable

5. 次のコマンドを使用して、ボードに接続されているすべてのコン ト ローラを有効にし
ます。

# vxdmpadm enable ctlr=ctlr_name

（このコマンドは、 交換したボードのコン ト ローラ 1つ 1つに対して実行します。） 

前の図の例を使用する と、システム  ボード 8に対して次のコマンドを実行するこ とに
な り ます。

# vxdmpadm enable ctlr=/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0
# vxdmpadm enable ctlr=/sbus@61,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0

このコマンドは、Volume Managerへの I/Oにコン ト ローラが使用可能になるこ とを保
証します。

ド メ イン設定ド メイン設定ド メイン設定ド メイン設定 - タイプタイプタイプタイプ 2

このタイプは、 切断しよ う と しているシステム  ボードに接続されているディ スク  アレイ
が同じ ド メ イン内の他のシステム  ボードからはアクセスできないよ うになっている設定
です。 図で表すと次のよ うにな り ます。
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
注注注注 このタイプの設定手順には、 データが （RAID-5 や ミ ラーなどの） 冗長 VxVM ボ
リ ューム上にない場合に、 オフラインにする作業が加わるこ とがあ り ます。

このタイプの設定には次の手順を使用します。

1. 切断するボードに接続されているすべてのディ スクを VxVMの管理下からはずします。
vxdiskadm コマンドを実行し、 次のオプシ ョ ンを選択します。

Remove a disk for replacement

ディ スク上で次のコマンドを実行します。

# vxdisk rm daname

2. SUN のマニュアルに従って、 システム ボードを切断します。

ボードを交換 （接続） したら、 次の手順に進みます。

SUN のマニュアルに従って、こ のド メ イ ン上の新しいド ラ イブ /パスを確認し ます
（この手順には、 drvconfig などのユーティ リ ティ を実行した後、 disks やその他
のコマンドを実行する作業が加わるこ と もあ り ます）。

3. 次のコマンドを使用して Volume Manager設定デーモンを実行します。

# vxdctl enable

4. vxdiskadm コマンド と次のオプシ ョ ンを選択して Volume Managerにディ スクを再追
加します。

Replace a failed disk or removed disk

5. システム ボードの再設定のために停止したすべてのボ リ ュームを再開します。

T3
ディスク

システム ボード 8

HBA1

UE10K ド メ イン

フル コン ト ローラのパス名：
HBA1=/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0

アレイ
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ド メ イン設定ド メイン設定ド メイン設定ド メイン設定 - タイプタイプタイプタイプ 3

このタイプは、 切断しよ う と しているシステム  ボードに次のよ う なディ スク  アレイが接
続されている設定です。

◆ ディ スク  アレイの中に、 再設定しよ う と しているシステム  ボードからのみアクセス
可能なディ スク  アレイがある。

（ディ スク  アレイに 1つのシステム ボードからアクセスが可能な場合は、 ド メ イ
ン設定 - タイプ 2 を使用して ください。）

◆ 残りのディ スク  アレイにはその他のシステム ボードからアクセス可能である。

（複数のシステム  ボードからアクセス可能なディ スク  アレイが接続されている場
合には、 ド メ イン設定 - タイプ 1 を使用して ください。）

このタイプの設定を図で示すと次のよ うにな り ます。

上の図の例で、 システム  ボード 8 を切断するには、 次の手順に従います。

1. T3ディ スク  アレイはシステム  ボード 8からのみアクセスが可能です。 この場合の設
定には、 ド メ イン設定タイプ 2の手順を使用してください。

2. A5000 ディ スク  アレイは、複数のシステム  ボードからアクセスが可能になっています。
この図ではシステム・ ボード 8 と 15です。 このよう な設定には、 ド メ イン設定タイプ
1の手順を使用してください。

T3
A5000

システム ボード 8 システム ボード 15

HBA1 HBA2 HBA3

UE10K ド メ イン

フル コン ト ローラのパス名：
HBA1=/sbus@61,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0
HBA2=/sbus@61,0/SUNW,socal@2,0/sf@2,0
HBA3=/sbus@7d,0/SUNW,socal@1,0/sf@1,0

ディスク
アレイディスク

アレイ
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
VERITAS Volume Manager とととと Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayの使用の使用の使用の使用

注注注注 この節の情報は本書刊行時の最新情報です。Sun StorEdge A3000/A3500 Array ソフ ト
ウェアのバージ ョ ンが更新される と変更されます。

Sun StorEdge A3000/A3500 Array RAID Manager ソ フ ト ウ ェ アを搭載する Sun StorEdge
A3000/A3500 Arrayサブシステムには、Volume Manager リ リ ース 3.1 と の互換性があり ます。
Sun StorEdge A3000/A3500 Array と Volume Managerの互換性を確認するには、次の手順に
従 う必要があ り ます。

◆ Sun StorEdge A3000/A3500 Array と Volume Manager のインス トール順序は、 “Sun
StorEdge A3000/A3500 Array での Volume Managerのインス トール ”の記載に従 う必要
があ り ます。

◆ Sun StorEdge A3000/A3500 Array サブシステムのデバイスを使用して設定した Volume
Manager ボ リ ュームを、 ルート  ディ スク  グループ rootdg の一部にするこ とはでき
ません。 StorEdge A3000/A3500 Array デバイスは、 rootdg 以外のディ スク  グループ
にのみ設定してください。

◆ Volume Managerが、マウン ト されたファ イル システムがあ り、/etc/vfstab ファ イ
ルにエン ト リ を持つデバイスをカプセル化する場合、 そのデバイスの /etc/vfstab
エン ト リ は Volume Manager デバイス  ノード名を含むよ うに更新されます。 Volume
Managerには、 Sun StorEdge A3000/A3500 Array RAID Managerのデバイス  ノード命名
規則との互換性はあ り ませんが、Solaris オペレーティング システムの命名規則との互
換性はあ り ます。

ファ イル システムを持つよ うに設定され、/etc/vfstab ファ イルにエン ト リがある Sun
StorEdge A3000/A3500 Array デバイスをカプセル化するには、 Sun StorEdge A3000/A3500
Array RAID Manager で生成したデバイス  ノードは使用しないよ うにして ください。 たと
えば、 次のノードは使用しません （デバイス  ノードについては、 StorEdge A3000/A3500
Arrayのマニュアルを参照）。

/dev/rRAID_module01/0s[0-7]

および

/dev/RAID_module01/0s[0-7]

代わりに、 Solaris オペレーティング システムの標準デバイス  ノードを使用します。 たと
えば、 次のノードを使用します （標準デバイス  ノードについては、 Solaris オペレーティ
ング システムのマニュアルを参照）。

/dev/rdsk/c3t4d0s0および /dev/dsk/c3t4d0s0

たとえば、 次のよ う な /etc/vfstabエン ト リがある と します。

/dev/RAID_module01/0s0 /dev/rRAID_module01/0s0 /mountpt ufs 2 
yes -
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次のよ うに、上記のデバイスを表す Solaris オペレーティング システムのデバイス  ノード
を使用します。

/dev/dsk/c3t4d0s0 /dev/rdsk/c3t4d0s0 /mountpt ufs 2 yes -

◆ Sun StorEdge A3000/A3500 Array サブシステムのマニュアルに示されている、 Sun
StorEdge A3000/A3500 Array コン ト ローラのエラーの リ カバリ手順に従います。

警告警告警告警告 Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayのエラーのリ カバリ手順は、 必ず Sun StorEdge
A3000/A3500 Arrayサブシステムのマニュアルに従って行ってください。正し く
実行しないと 、VERITAS Volume Managerと の互換性が損なわれる恐れがあり ます。

Sun StorEdge A3000/A3500 Array でのでのでのでの Volume Managerのインストールのインストールのインストールのインストール

Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayのインス トール順序は、『Sun StorEdge A3000/A3500 Array
Subsystem Release Notes』、『Sun StorEdge A3000/A3500 Array System Manual』、『Sun StorEdge
A3000/A3500 Array RAID Manager Installation Guide』 の指示に従ってください。

警告警告警告警告 インスト ール順序を変更すると 、StorEdge A3000/A3500 Array と VERITAS Volume
Manager との互換性が損なわれる恐れがあ り ます。

Volume Managerは、 必ず次の手順を完了して確認した後でインス トールして ください。

1. Sun StorEdge A3000/A3500 Array サブシステムがホス ト  コンピュータに正し く接続さ
れている。

2. Sun StorEdge A3000/A3500 Array RAID Manager ソフ ト ウェアが正し く インス トールさ
れている。

3. Sun StorEdge A3000/A3500 Array の論理ユニッ ト番号 （LUN） が、 Sun StorEdge
A3000/A3500 Array RAID Manager ソフ ト ウェアを使用して正し く設定されている。

4. ホス ト  システムが -r フラグ （reboot （1M）） を使用して再起動され、 起動時に接
続されているデバイスを再走査している。

5. 再起動時に、 Sun StorEdge A3000/A3500 Array RAID Manager が、 Sun StorEdge
A3000/A3500 Arrayの設定デバイスを認識し、適切な Solaris オペレーティング システ
ム デバイ ス  ノー ド を作成し ている （ 「VERITAS Volume Manager と Sun StorEdge
A3000/A3500 Arrayデバイス  ノード」 を参照）。

6. Volume Manager ソフ ト ウェア パッケージをインス トールしている。
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
VERITAS Volume Manager とととと Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayデバイスデバイスデバイスデバイス 
ノードノードノードノード

Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayサブシステムをインス トールして設定した後で、 -r フラ
グ （reboot （1M）） を使用してホス ト を再起動し、 接続されているデバイスを再走査す
る必要があ り ます。 再起動時に、 Sun StorEdge A3000/A3500 Array スク リプ ト と Solarisオ
ペレーティング システム起動スク リプ トによってデバイス  ノードが作成されます。 

ホスト  システムを再起動すると 、デバイス  ノ ード の元のセッ ト （ Sun StorEdge A3000/A3500
Array サブシステムがインスト ールされる前に存在したデバイス  ノ ード ） と 、 各 StorEdge
A3000/A3500 Array LUNの新しいデバイス  ノ ード が表示されます。接続されているデバイス
（ StorEdge A3000/A3500 Array LUN を含む） より も多く のデバイス  ノ ード が作成された場合
は、 ホス ト  システム上に適切なデバイ ス  ノ ード が存在する こ と が確認さ れる まで、
VERITAS Volume Managerをインスト ールしないでく ださい。

警告警告警告警告 Sun StorEdge A3000/A3500 Array 起動スク リプ ト を正し く設定してデバイス
ノードを作成する必要があ り ます。ホス ト  システムのデバイス  ノードが不正な
場合、 VERITAS Volume Manager との互換性を損な う恐れがあ り ます。

Sun StorEdge A3000/A3500 Array でででで VERITAS Volume Manager をををを
使用することの利点使用することの利点使用することの利点使用することの利点

この節では、 ホス トベースの Volume Manager ソ フ ト ウ ェアをコン ト ローラ  ベースの
StorEdge A3000/A3500 Array ハード ウ ェアで使用する こ との利点について説明し ます。
VERITAS Volume Manager を Sun StorEdge A3000/A3500 Array で使用する と、 組み合わせ
た設定では、 可用性、 パフォーマンス、 および管理機能が向上します。

管理機能の向上管理機能の向上管理機能の向上管理機能の向上

VERITAS Volume Manager のオン ラ イ ン再設定機能を使用する と 、 Sun StorEdge
A3000/A3500 Array の監視、 調整、 再設定などのパフォーマンスが向上します。 こ れら
の機能によ り 、管理が簡略化され、同時に使用可能時間と パフォーマンスも向上します。

パフォーマンス分析とパフォーマンス分析とパフォーマンス分析とパフォーマンス分析と LUN間のオンライン負荷分散間のオンライン負荷分散間のオンライン負荷分散間のオンライン負荷分散

Volume Manager の統計収集機能を使用する と、 管理者は入出力負荷と設定内のボ リ ュー
ムの応答パフォーマンスを分析し、 ディ スク間でス ト レージを移動させる こ とができま
す。 Sun StorEdge A3000/A3500 Array内の各 LUNは、 ホス トに単一ディ スク と して認識さ
れるので、 Volume Manager では各スピンドル上の負荷を識別した り、 LUN のレイアウ ト
を調整した りするこ とができません。 ただし、 アレイ間または同一アレイ内の LUN間に
おけるパフォーマンスの不均衡を検出して緩和するこ とができます。 これには、 Volume
Managerのパフォーマンス分析とオンライン再設定機能を使用します。
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LUN連結によるオンラインでの機能の強化連結によるオンラインでの機能の強化連結によるオンラインでの機能の強化連結によるオンラインでの機能の強化

単一のファイル システムやデータベースのテーブル領域のサイズは、 コン ト ローラ  ベー
スの RAID サブシステムにおける単一 LUN の最大サイズによって制限されます。 大型の
ファイル システムやテーブル領域を作成するために、 管理者は、 Volume Manager を使用
して複数の RAID コン ト ローラの LUN をよ り大きな 「スーパー LUN」 ボ リ ュームに組み
込むこ とができます。

LUN間のオンラインでのデータ移動間のオンラインでのデータ移動間のオンラインでのデータ移動間のオンラインでのデータ移動

ハードウェア RAID LUNのレイアウ ト を変更するために必要なバッ クアップ /再設定 /再
読み込みサイ クルは、 データ  アクセスに割 り込む原因とな り、 データが失われる恐れが
あ り ます。データ損失の可能性を低減するため、予備のディ スクが利用できる場合は、管
理者は必要なパラ メータに従って宛先 LUN を構築するよ うに選択し、 以前の場所から新
しい場所へ直接データをコピーするこ とができます。ただし、 この場合もデータを新しい
場所にコピーした後に元のデータが変更されないよ うにする必要があるので、 データ  ア
クセスに割り込む必要があ り ます。

ただし、 新しい Sun StorEdge A3000/A3500 Array LUN をデータの Volume Manager ミ ラー
と して追加するこ とによってデータをコピーする と、書き込みがすべての ミ ラーに対して
行われるので、すべてのコピーが常に最新の状態に保たれます。 ミ ラーの同期が完了する
と、 ミ ラー セッ ト を分割でき、元の LUNは削除した りほかのデータに使用した りするこ
とができます。処理中にアクセスが割り込まれるこ とな く、データはオンライン状態で維
持されます。

安定したバックアップ機能安定したバックアップ機能安定したバックアップ機能安定したバックアップ機能

上述のデータ移動方法を実行して、ユーザのアクセスに割り込まずに安定した継続バッ ク
アップを行う こ とができます。データの ミ ラーを追加作成した り、既存の ミ ラーを更新さ
れたアプリ ケーシ ョ ンから切り離した りするこ とができ、さ らにデータをテープやその他
のオフラ イン ス ト レージ プールにバッ クアップできます （ 『VERITAS Volume Manager
Command Line Interface Administrator’s Guide』 の 「バッ ク ア ップから復元するためのボ
リ ュームの準備」 を参照）。 これによ り、 ある時点で内部的に一貫したバッ クアップを確
実に作成できます。バッ クアップが完了する と、追加ミ ラー領域を解放した り、 ミ ラーを
ライブ データ  ボ リ ュームに再追加して再同期するこ とができます。

動的パーティシ ョ ン化動的パーティシ ョ ン化動的パーティシ ョ ン化動的パーティシ ョ ン化

VERITAS Volume Manager の動的パーティシ ョ ン化機能は、 各 LUN に対応するシステム
内の多数のディ スクで使用する と便利です。Solaris オペレーティング システムには、ディ
スクをパーティシ ョ ン化できるスライス数に制限があ り ます （7パーティシ ョ ンおよびフ
ルディ スク  パーティシ ョ ン）。 この制限のために、 大規模な LUN をファ イル システムや
データベースに必要な複数の独立したスライスに分割するこ とはできません。 
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DMP コマンド  ユーティ リ ティ （vxdmpadm）
Sun StorEdge A3000/A3500 Array をサポートする設定をサポートする設定をサポートする設定をサポートする設定

VERITAS Volume Managerは、 Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayサブシステムを、次の設定
でサポート します。 

◆ VxVM RAID-1 （ ミ ラー化） と Sun StorEdge A3000/A3500 Array 

◆ VxVM RAID-0 （ス ト ラ イプ化） と Sun StorEdge A3000/A3500 Array 

ミ ラー化と ス ト ラ イプ化の詳細については、 『VERITAS Volume Manager Administrator’s
Guide』 を参照して ください。

Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayがサポート されない設定がサポート されない設定がサポート されない設定がサポート されない設定

次の Volume Managerおよび Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayの設定はサポート されていま
せん。

Volume Manager RAID-5 とととと Sun StorEdge A3000/A3500 Array RAID-5の設定の設定の設定の設定

入出力サブシステムの両レベルで RAID-5 を使用した場合、信頼性または可用性は向上せ
ず、 パフォーマンスが低下する恐れがあ り ます。 この設定はサポート されていません。

Volume Manager ホッ トホッ トホッ トホッ ト  リロケーシ ョ ンとリロケーシ ョ ンとリロケーシ ョ ンとリロケーシ ョ ンと Sun StorEdge A3000/A3500 
Array ホッ トホッ トホッ トホッ ト  スペアリングスペアリングスペアリングスペアリング

Volume Manager のホッ ト リ ロケーシ ョ ンによ り、 ホス ト  システムで冗長化 （ ミ ラー化ま
たは RAID-5） VxVM オブジェク ト上の入出力障害に自動的に対応し、 これらのオブジェ
ク トの冗長性とアクセスを リ ス ト アできます。 Sun StorEdge A3000/A3500 Array のホッ ト
スペア リ ングによ り、 StorEdge A3000/A3500 Array で StorEdge A3000/A3500 Array 内部の
入出力障害に自動的に対応し、StorEdge A3000/A3500 Array LUNへのアクセスを リ ス ト ア
できます。 

Sun StorEdge A3000/A3500 Array内でディ スク障害が発生した場合、 アレイのホッ ト  スペ
ア リ ングが設定されている と、 StorEdge A3000/A3500 Array によってディ スク障害に対す
る冗長性が提供されます。 Volume Manager RAID-5 または ミ ラー化設定によ りデータが冗
長化されている場合は、 Volume Manager のホッ ト  リ ロケーシ ョ ンで、 全体的または部分
的なディ ス ク障害に対しても冗長化する こ とができます。 Volume Manager ホッ ト  リ ロ
ケーシ ョ ンと Sun StorEdge A3000/A3500 Arrayホッ ト  スペア リ ングを両方と も有効にする
と、 ディ スクを完全に冗長化できます。
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